
「食品添加物の不使用表示に関するガイドライン」が策定されました！

食品関連事業者の方へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和４年３月３０日

◆ 秋田県生活環境部　県民生活課　　電話：０１８－８６０－１５１７／ＦＡＸ：０１８－８６０－３８９１
◆ 秋田県生活センター　　　　　　　電話：０１８－８３６－７８０６／ＦＡＸ：０１８－８３６－７８０８
◆ 北部消費生活相談室　　　　　　　電話：０１８６－４５－１０４１／ＦＡＸ：０１８６－４３－２２７０
◆ 南部消費生活相談室　　　　　　　電話：０１８２－４５－６１０３／ＦＡＸ：０１８２－３２－８３４９

食品添加物の不使用表示に関して、消費者に誤認等を与えないよう留意が必要な具体的事項を
まとめたものです。

容器包装における表示を作成するにあたり、食品表示基準第９条（※）に規定された禁止事項
にあたるか否か自己点検を行ってください。

※ 食品表示基準第９条（食品添加物の不使用表示に関係する表示禁止事項）

　「実際の食品より著しく優良又は有利であると誤認させる表示」、

　「義務表示事項の内容と矛盾する表示」、「内容物を誤認させるような表示」

● 詳しくは、「食品表示基準Ｑ＆Ａ 別添：食品添加物の不使用表示に関するガイドライン（消費者庁）」を
　 ご確認ください。

【 注意すべき食品添加物の不使用表示の類型 】

＜ 参考：類型１の考え方 ＞　

　対象を明示せず単に「無添加」と表示すると、何を添加していないのかが不明確であるため、添加さ
れていないものについて消費者自身が推察することとなり、一般的に消費者が推察した内容が事業者の
意図と異なる場合には、内容物を誤認するおそれがある。

類型 表示禁止事項にあたるおそれがある表示例

１ 単なる「無添加」の表示
単に「無添加」とだけ記載した表示のうち、無添加となる対象
が消費者にとって不明確な表示 
（以下「＜ 参考：類型1の考え方 ＞」を参照）

２
食品表示基準に規定されていな
い用語を使用した表示

「人工甘味料不使用」等、無添加あるいは不使用と共に、人工、
合成、化学、天然等の用語を使用した表示

３
食品添加物の使用が法令で
認められていない食品への表示

清涼飲料水に「ソルビン酸不使用」と表示　等
（※清涼飲料水へのソルビン酸の使用は使用基準違反。）

４
同一機能・類似機能を持つ食品
添加物を使用した食品への表示

日持ち向上目的で保存料以外の食品添加物を使用した食品
に、「保存料不使用」と表示　等

５
同一機能・類似機能を持つ原材
料を使用した食品への表示

原材料として、アミノ酸を含有する抽出物を使用した食品に、
添加物としての調味料を使用していない旨を表示　等

６ 健康、安全と関連付ける表示 体に良いことの理由として無添加あるいは不使用を表示

７ 健康、安全以外と関連付ける表示 おいしい理由として無添加あるいは不使用を表示　等

８
食品添加物の使用が予期されて
いない食品への表示

同種の製品で一般的に着色料が使用されておらず、かつ、食
品元来の色を呈している食品に、「着色料不使用」と表示　等

９

加工助剤、キャリーオーバーとして
使用されている（又は使用されて
いないことが確認できない）食品
への表示

原材料の一部に保存料を使用しながら、最終製品に「保存料
不使用」と表示　等

１０ 過度に強調された表示
保存料、着色料以外の食品添加物を使用している食品に、
大きく「無添加」と表示し、その側に小さく「保存料、着色料」と
表示　等


